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第５章 計画の推進体制と進捗管理 

１ 計画の推進体制 

本事業計画は、小川町の子ども・子育て支援に関する基本的な方向性を定めたものです。

各施策の推進については、関係各課が連携し、全力で取り組んでいく必要があります。 

また、本事業計画の推進にあたっては、庁内関係各課と連携しながら、事業実施に伴う調

整や毎年度の計画実施状況の把握と検討を行います。 

さらに、「小川町次世代育成支援対策地域協議会」を引き継ぐものとして、町民の一般公募

委員や地域活動団体、関係機関からなる「小川町子ども・子育て会議」を引き続き組織し、

毎年度の計画実施状況の把握と検討を行います。 

２ 教育・保育の一体的提供及びその推進に関する体制の確保 

（１）認定こども園の普及に係る基本的な考え方 

認定こども園は、幼稚園及び保育所の機能を併せもつとともに、保護者の就労状況やそ

の変化にかかわらず、柔軟に子どもを受け入れられる施設です。また、既存の幼稚園など

を活用することで、待機児童が解消されるなどの効果が期待されています。 

このため国では、地方公共団体、施設、利用者が認定こども園制度に対する理解を深め、

認定こども園が利用者に選択されるような普及啓発にかかる施策を推進するとともに、設

置に向けた政策的誘導を図っています。 

本町においては、子ども・子育て支援新制度による施設型給付制度の創設や認定こども

園制度の改正等により、幼稚園及び保育園の連携が一層進みつつある中で、地域の子ども

を幼稚園、保育所（園）に区別せず、ともに育てていくという幼保一元化を推進していき

ます。 

（２）教育・保育、地域子ども・子育て支援事業の役割と必要性 

① 公立の教育・保育施設の役割

公立の教育・保育施設は、民間保育所職員に対する研修機能、教育・保育施設間の連携

事業の実施や連絡調整など、地域の教育・保育の水準の維持・向上を図るための基幹的な
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役割を果たすとともに、特に配慮は必要な子どもを対象とする特別な支援、家庭の養育力

の低下等による家庭での保育困難なケースへの対応など、教育・保育施設のセーフティネ

ットとしての役割を有します。 

② 私立の教育・保育施設の役割

私立の教育・保育施設は、増大する保育需要に柔軟に対応するとともに、効率的かつ迅

速な運営により、多様化する保育ニーズに対応した教育・保育事業を提供します。 

③ すべての家庭への子育て支援の充実

教育・保育施設の利用の有無にかかわらず、すべての子育て家庭の多様なニーズに対応

するため、放課後児童クラブや地域子育て支援拠点事業による相談・交流事業など既存の

事業の充実を図るとともに、教育・保育などの施設や子育て支援事業などの情報提供、相

談・助言などを行う利用者支援事業など新たな事業を推進します。 

（３）教育・保育施設及び地域型保育事業者との連携方策 

教育・保育施設は、地域における子育て支援の中核的な役割を担います。一方、原則と

して 3 歳未満の保育を必要とする子どもが利用する地域型保育事業においては、集団保育

のほか、屋外遊戯場における活動なども保育に係る重要な要素となってくるため、合同保

育・行事参加、園庭開放など、保育内容に関する教育・保育施設による支援が必要である

とともに、発達に遅れがある可能性がある子どもの早期発見やその家族に対する支援、家

庭の養育力の低下等への対応などについても教育・保育施設との連携による相談対応が不

可欠です。 

このため、教育・保育施設は、地域型保育事業を行う者及び地域子ども・子育て支援事

業を行う者等と連携し、必要な保育内容などの支援を提供するものとします。 

（４）認定こども園、幼稚園及び保育所と小学校等との連携方策 

① 認定こども園、幼稚園及び保育所から小学校への円滑な接続

認定こども園、幼稚園及び保育所から小学校への円滑な接続を図るため、子どもに関す

る情報の共有を図ります。そのため、保育士と小学校の教員の交流を図り、幼児と児童の

実態について理解を深めるための合同研修会等を検討します。 
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② 学童保育の利用支援の充実

土曜日及び小学校の休業日の利用時間の拡充を行い、利用の充実を図ります。 

３ 計画の点検・評価などの進捗管理 

本事業計画の推進に当たっては、各年度においてその実施状況を一括して把握・点検・

評価し、その結果をその後の実施や計画の見直しに反映していくことが必要です。 

そこで、関係各課と連携のもとに、毎年度実施状況を把握・点検し、各施策を総合的か

つ計画的に推進します。 

また、本事業計画策定に関わっていただいた「小川町子ども・子育て会議」を存続し、

町民や各関係団体等の意見を反映させていただくとともに、多くの町民の声が活かせるよ

うに広報やホームページ等を活用した意見収集に努め、本事業計画の評価、改善を継続的

に進めていきます。 

さらに、この計画の主人公である「子どもたちの声」や「子育て家庭の声」を中心に、

利用者の視点に立った声を生かせるよう町民から意見をいただきながら、計画の実行性や

見直しに努めます。 




